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ＣＣＣｏｏｏｌｌｌｕｕｕｍｍｍｎｎｎ   

 新潟大学 大串准教授 

「地域公共交通を守るために必要な次の一歩 –路線が無くなる前に、低予算でできること-」 

地方の公共交通が利用者の減少という厳しい現実の前に、さまざまな対策を迫られていること

は周知の通りです。現実に、路線消滅に対して中山間地域を抱える市町村では危機感が強く、い

ろいろな手段を総動員して路線を維持するための懸命の努力を重ねています。しかし、路線の多

くは補助金を受けて維持しているのが現状であり、将来における財政制約が予想される中、これ

以上予算をかけないで路線の維持のため遂行できる政策や運営方法を考えておかなければなり

ません。 

こうした問題意識を踏まえ、新潟大学経済学部 大串准教授より「地域公共交通を守るために

必要な次の一歩」についてご寄稿頂きました。低予算で効果的に実行するための「次の一歩」に

ついて５つの提案がなされています。是非ご一読下さい。 

 



【コラム全文についてはこちら↓】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/1004niigata-univ.pdf 

新潟大学経済学部ホームページ：http://www.econ.niigata-u.ac.jp/ 

   

地地地域域域ののの取取取組組組紹紹紹介介介   

   千葉県市原市 

千葉県市原市では、コミュニティバス等を運行

する地域にとって、「あれば便利」という意識か

ら、「地域住民が当事者意識（マイバス精神）を

持ち、乗ることで維持が図られる」といった考え

方を地域住民に持ってもらうことで運行を持続

させる取り組みを実施しています。 

 具体的には、市民が主体となって運行を開始し

たコミュニティバス等について、運行経費の 1/2

を上限として補助をする制度を開始し、平成１７

年より、本支援制度を活用した「あおばす」の運

行を開始しました。実際に、地域住民が運行ルート・時刻表の作成、事業者との協議、収支の管

理、ホームページ等ＰＲ・営業活動などを行っており、「あおばす」の運行を支えています。こ

のように、「市民のマイバス」を支援する青葉台地区コミュニティバス「あおばす」の取組につ

いて、市原市から紹介頂きます。 

 

【千葉県市原市の取組概要についてはこちら↓】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/1004ichihara.pdf 

千葉県市原市ホームページ：http://www.aobus.com/ 

 

ＩＩＩｎｎｎｆｆｆｏｏｏｒｒｒｍｍｍａａａｔｔｔｉｉｉｏｏｏｎｎｎ   

総合交通メールマガジンの受付窓口の変更についてお知らせ下さい。 

 人事異動等により、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方については、送

信先の変更を申請下さい。なお、変更内容については、以下までお願いします。 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

   

   

市民が主体となった「あおばす」運行 



総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

 総合交通メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえて内容を充実させて

いきたいと考えています。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなど、どのようなことでも構い

ませんので、ご意見等頂けると幸いです。様式、送付先については、下記ＵＲＬをご利用下さい。 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/iken-merumaga.xls 

 

   地域の取組募集！！ 

当室では、情報提供頂いた取組をメールマガジンで紹介することにより、各地域でノウハウ等

の情報共有・情報交換ができればと考えており、総合的な交通施策の取組について情報提供頂け

る自治体等を募集しています。自薦・他薦は問いませんので、お気軽にご連絡下さい。 

【情報提供頂く内容】 

例えば、 

・ 低炭素社会の実現に向け、モビリティのあり方を見直す取組（交通の再編等） 

・ 公共交通の利便性向上を目指した取組 

・ 交通の改善により地域活性化を図る取組  など 

※ これまでに、推薦頂いたものも含めて４１件の取組を紹介させて頂きました。 

バックナンバー一覧： 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

今回の「総合交通メールマガジン」では、Ｃｏｌｕｍｎとして、新潟大学 大串准教授より、

「地域公共交通を守るために必要な次の一歩」についてご寄稿頂きました。この場をお借りして、

大串准教授に御礼申し上げます。また、地域の取組紹介として、千葉県市原市から、「市民のマ

イバス」を支援する青葉台地区コミュニティバス「あおばす」の取組について紹介頂きました。

業務等のご参考にして頂ければ幸いです。 

さて、新年度が始まりました。気持ちを新たに、「総合交通メールマガジン」がそれぞれの課

題解決のヒントとして微力ながら皆様のお役に立てるよう、今年度も多面的な視点で情報発信を

行っていきますので、宜しくお願い致します。（Ｈ．Ｋ．） 

 

 

 

 

 

 

編編編集集集後後後記記記   

【問い合わせ先】 

国土交通省 政策統括官付参事官室 メールマガジン担当 小林 

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（内線５３－１１３） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６７５ 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/index.html 


